










はじめに

言語習得には生物学的な意味で臨界期があるため,難聴児の早期発見,訓練の重要性はいう

までもない。しかし,軽,中等度難聴児の発見は,ある程度,音への反応があるため,その発

見,措置は遅れがちになる。今回,我々は軽,中等度両側感音難聴児について,疑い発生から

難聴確定までの経過を検討した。


